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よ
ね
し
ろ
・
立
志
会
）�

指
定
管
理
者
制
度
の
人
件
費
の
根
拠�

�

質
　
指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
は
財
政
の
軽
減
に
あ
る
が
、

人
件
費
の
算
定
根
拠
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。�

��

答
　
施
設
長
等
の
統
括
者
は
、
市
職
員
の
若
手
係
長
と
同
程

度
の
給
料
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
業
務
の
責
任
者
に
つ

い
て
は
市
職
員
の
主
任
ク
ラ
ス
、
庶
務
担
当
に
つ
い
て
は
主

事
ク
ラ
ス
を
基
準
と
し
て
給
料
を
算
定
し
、
共
済
費
や
時
間

外
手
当
等
に
つ
い
て
も
見
込
ん
で
い
る
。�

���

能
代
河
畔
公
園
の
水
と
階
段
の
広
場�

�

質
　
公
園
の
利
活
用
の
多
く
は
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
で
こ
の
広
場
を
利
活
用
し
て
い
く
考
え
か
。�

��

答
　
河
畔
公
園
西
側
の
芝
生
広
場
は
、
緑
を
中
心
に
利
用
者

へ
癒
し
や
安
ら
ぎ
を
提
供
す
る
エ
リ
ア
、
東
側
の
水
と
階
段

の
広
場
は
、
壁
泉
や
噴
水
に
よ
り
、
潤
い
や
憩
い
の
場
を
提

供
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
、
必
要
な
空
間
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
20
年
が
経
過
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を
考
慮

し
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
訪
れ
て
頂
け
る
よ
う
検
討
し
た
い
。�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

〇
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
と
銀
河
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

〇
能
代
公
園
北
側
の
法
面
に
避
難
路
を�

〇
北
高
跡
地
利
用�

小

林
　
秀

彦

�

（
日
本
共
産
党
）�

土
砂
災
害
と
そ
の
対
策�

�

質
　
８
月
に
入
り
、
全
国
各
地
で
連
日
、
集
中
豪
雨
で
土
砂

災
害
や
洪
水
が
起
き
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
土
砂
災
害
の
起
こ
り
う
る
危
険
箇
所
に
対
す
る
市

の
対
応
は
。�

�

答
　
21
年
度
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
市
内
全
戸
へ
配
布
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
は
、
危
険
箇
所
の

自
治
会
長
、
町
内
会
長
等
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
周

知
や
前
兆
現
象
、
避
難
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行

な
う
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。�

���
道
の
駅
整
備�

�
質
　
能
代
地
域
に
お
け
る
「
道
の
駅
」
設
置
に
つ
い
て
は
、

数
年
前
か
ら
検
討
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
に
不
透

明
の
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。
市
と
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。�

�

答
　
市
と
能
代
商
工
会
議
所
が
共
同
で
設
置
し
た
能
代
市
道

の
駅
整
備
構
想
研
究
会
で
、
平
成
24
年
８
月
に
、
道
の
駅
整
備

に
係
る
基
本
的
な
方
針
（
素
案
）
を
取
り
ま
と
め
た
。
今
後
イ

オ
ン
の
出
店
内
容
の
把
握
も
含
め
、
イ
オ
ン
側
と
情
報
交
換
の

機
会
を
持
ち
な
が
ら
地
域
へ
の
波
及
効
果
等
を
勘
案
し
て
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

〇
大
型
七
夕�

〇
イ
オ
ン
出
店�

〇
大
型
複
合
遊
具�

菅
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し
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会
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閉
校
校
舎
利
活
用
と
今
後
の
方
針�

�

質
　
市
内
に
は
閉
校
に
な
り
利
活
用
の
決
ま
っ
て
い
な
い
旧

小
学
校
校
舎
が
６
校
あ
る
。
天
然
秋
田
杉
の
校
舎
は
木
都
能

代
の
象
徴
で
も
あ
る
。
存
続
で
き
な
い
か
。
こ
れ
ら
閉
校
校

舎
の
今
後
の
利
活
用
の
方
針
は
。�

�

答
　
市
で
は
、
利
活
用
の
め
ど
が
立
た
な
い
空
き
校
舎
と
プ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
安
全
確
保
の
た
め
に
も
順
次
解
体
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
体
育
館
は
大
規
模

改
修
等
が
不
要
な
間
は
維
持
管
理
し
て
い
き
た
い
。
解
体
ま

で
の
間
に
、
利
活
用
や
新
た
な
検
討
等
の
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
解
体
を
一
時
凍
結
す
る
と
と
も
に
利
活
用
の
検

討
を
優
先
す
る
方
針
で
あ
る
。�

�

県
や
国
の
人
口
減
対
策
を
受
け
、市
の
対
応
は�

�

質
　
県
は
「
人
口
還
流
・
次
世
代
創
生
特
区
」
で
、
税
制
の

優
遇
や
助
成
制
度
の
拡
充
を
目
指
す
。
国
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
創
設
、
人
口
減
問
題
、
地
域
経
済
活

性
化
に
取
り
組
む
。
市
の
対
応
策
は
。�

�

答
　
市
で
は
、
７
月
に
人
口
減
少
問
題
庁
内
検
討
会
議
を
設

置
し
た
。人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
認
識
に
立
ち
、い

か
に
速
度
を
緩
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、ま
た
、市
民
生
活

や
地
域
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
生
じ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

今
後
の
国
・
県
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、市
の
現
状
を
踏
ま

え
地
域
に
合
っ
た
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

〇
新
成
人
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
考
察�

〇
き
み
ま
ち
阪
第
１
広
場
へ
の
道
路�

〇
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
へ
の
対
策�

《
意
見
書
の
提
出
》�

《
意
見
書
の
提
出
》�
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